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千葉県市原郡は千葉県の略々中央に位し，房総半
島の東南部に発し，西北に流れ，東京湾に沿く二養 第 III章成 績
老川の流域で，道路，鉄道はすべてこの川に沿って 第1節各指計について 
ある。この郡の東南部，西南部，東北部は，夫々/J、 A.各指における各型指紋の出現頻度の順位
高い嶺を以って境され他郡になっている。今この郡
の住民の指紋を採集し得.たので，これを整理し，以
下その成績を述べる。
第 II章 研究資料及び研究方法
下において，小，中，高等学校の生1)資料は市原君
徒から得たもので，祖父母以来三代に亘り木郡に居
住し，、木籍を有するもので， f也君I~及び他県出身者は
全く除外した。しかして調査人員は総勢 1150名の
男性の指紋を用いた。方法はプリ ント用イジグを以
って半紙に押捺した像を用いた。分類法は小池教授
の提唱し， i日本人の指紋Jの研究班において決定採
用された， B，S，ODS，OWの4項目分類に従つ
た。
揖指左手においては S，OW，ODS，Bの順位
を示し，これらの各順位の聞には何れも確差が存在
1の，B，ODS，S，OW揖母指においてはfする。右手 
位を示し，これらの各順位の間には何れも確差が証
明される。 
示指左手示指においては Sと OWとの聞には
殆んど確差に近し、差を示してしる。従ってこれを差
とすれば Sが第一位， OWが第二位を示すが ODS
と B との間には確差は存在しない。右手示指にお
いては OWと Sとの間，及び Bと ODSとの問
には確差は存在しなし、。が S と Bとの問には確差
が認められ OW-S群が第一位， Bー ODS群が第
三位を示す。
中指左手中指においては S，OW，ODS，Bの
第 1表各 指・
計
担1]別¥紋¥型¥紋¥ 3母 指別 
B 1.38:t0.40左 
S 46.67:t1.47 
ODS 12.70:t0.98 
手 OW 38.78:t1.44 
B 0.87士0.27右 
S 36.35士1.42 
ODS 6.17十0.71 
手 OW 56.61土1.46 
39.48ート1.44 
3.39+0.53 
57.13+1.46 
71.57士1.33 
3.39土0.53
24.61士1.27
0.26土0.15 
31.04士1.36 
1.04士0.30 
67.65士1.38 
0.17士0.12 
59.39士1.45 
0.70士0.25
39.74士1.44 
刀て 指|中 指(環 指|小 指
4.35土0.60 
48.52+1.47 
4.61士0.62 
42.52士1.46 
4.78+0.63 
45.04士1.47 
3.22+0.52 
46.96土1.47 
2.52士0.46
60.09士1.45 
4.87士0.63 
32.52士1.38 
1.39土0.35 
65.83十1.40 
2.17:t0.44 
30.61士1.36 
。 0.43士0.19 
-524ー 千葉医学会雑誌 第 
{立順を示しこれらの各順位の聞には何れも確差が
証明される。右手中指においては Sが第一位， OW
が第二位を示すが， ODSと Bとの間には確差はな
く， ODS-B群が第三位を示す。
環指左手環指においては OW，S，ODS，Bの
順位を示し，これらの各順位の問には何れも確差が
証明される叉この指においては， Bは一個も検出さ
れなかった。右手環指においては OWが第一位，
.Sが第二位， ODSと Bとの間には確差がなく，
ODS-B群が第三位を占める。
小指左手小指においては S，OW，ODS，Bの
順位を示し，これらの順位の間には確差が証明され
る。右手小指においては S，OW，ODS，Bの順位
を示しこれらの間には確差が存在し，全く左右同
様な関係に在る。
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第2表 
1 ~3:よ|どい (240 lE;! 
掠指との聞にも差は認められないが，示指と挺指と
の聞には差が認められる。従って，示指と中指との
問におし、では何れが第 1{:立となるか，中指と揖指の 
聞には何れが第2{立となるかは決定されない。揖指 
と小指との聞には明らかな確差があって小指が第4
位，環指には Bが出現せず、第5位ということが出
来ょう。従って揖指，小指，環指の間には，指別的
差異が存在することは充分に証明される。
第 3表 
-lEiiq224と叫言語31ち12
B.左右両手における各型指紋jの出現頻度の比
較，即ち左右差について
左右の提指においては， Bを除く三つの各紋型 jに
確差が存在し， S，ODSは左手の方に多く，これに Sは小指，中指，示指一揖指群，環指の順位であ
反して OWは右手の方に多い。
左右の示指においては，すべての絞型においても
確差が存在しなし、。この成績は何れの郡においても
殆んどこのようであって，この決定には非常に多く
の人員を検することが必要であろう。叉換言すれば
この指における左右差は殆んどないといってもよか
ろう。
中指においては ODSにおいてのみ確差が存在
しJ左手の方が多く， Sにおいては確差に近い差が
あって右手の方が多し、。その他 B，OWの聞には
確差が存在しない。
環指においては S，ODS，OWの三者につし、て
確差が存在する。即ち S，ODSは左手の方に， OW
は右手の方に多し、。 Bについては，左手になく右手
のみあらわれているが，右手においてもその出現率
は低し、。従って確差はなし、。
小指においては Bを除く他の S，ODS，OWの
三型については確差が存在する。即ち， S，ODSは
左手の方に多く， OWは右手の方に多し、。これは要
するに市原郡住民においては B，S，ODSの三型に
おいては左手の指の方に多く， これに反して OW
って，示指と揖指の聞には確差が証明されなし、。従
って Sは小指が第 1位， 中指が第2位， 示指及び
揖指の中何れかが第3位，環指が第5位である。以
上の順位の聞には確差が存在しこれらの順位の間
には指別的差異があることが明らかである。
第 4表
部 812;6312621253253 
0Dsi掠 i中 l 示[環(小 
ODSに於ては提指の第 1位が決定されたのみで，
中指一示指一環指一小指群の聞には確差は証明され
ない。かかる成績は，要するに検査人員の少いこと
にもよるが， ODSの出現頻度の少いことによ・るも
のである。又 ODSは掠指以外の指においては指別
的差異が明らかでなし、ともいえよう。
第 5表 
1土32.5I78どi571314252 381.:t:46士1.46±1. I I I271.:t 41.:t 
は右手の方に多い。 
而|環|示|掠[中|小 
c.各型指紋の出現頻度の各指における比較， 即 OWにおいては環指が第l{立， 示指一揖指群が
ち指別的差異について 第2位， 中指が第4{立， 小指が第5位の順位を示 
a. 左手 L，これらの各順位の間には，何れも確差が証明さ心
Bは示指と中指との聞に確差はなく，叉， rl=1指と れる。従ってこれらについては指別的差異が明らか
2 
7
 
l側別!紋型|出現頻度|側別 i紋型|出現頻度 i |紋型|出現頻度
B 0.1:t6 1.B 50 1. 土0.618831. 土0.1 B五 十左 右 00.4士5053.27土0.6 .4S 47.53土0.6S S 
指 指 4.23十 0.19ODS 2.6土0.21:t5.790.31 ODS ODS 
手 手計- ~tow 39.1士0.64 48.31士0.6 43.71士0.46ow ow 
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である。唯，示指と揖指との間においては確差が証 され，中指は第3位以下に叉環指及び小指は第3{立
明されなし、0 ・ 以上になる乙とはない。 
b. 右手 
第 9表 
I228 医判記~出4l256 
下五77F下jtijl--環owJ12日15!出12J:35lr;2j 
B 1 示 l 中!掠 l 環(小 owにおいては環指， 栂指， 示指， ノト指及び中 
Bにおいては示指の第 1'(立が決定されたのみで. 指の順位を示し，これらの各順位の間には明らかな
中指-}，母指一環指一小指の問には確差が証明されな る確差が存在する。従って owは右手に於てはそ
いが，中指と環指の聞には，確差が証明されるので の指別的差異が非常に明らかである 0 ・
中指に比べ環指一小指群は明らかに出現率が低い。 第2節 五指計について(第 表〉10
従って，示指の第 1位は決定されているが，第2位 A.各型紋型の出現頻度の順位
は中指又は揖指の何れか，第3{立は揖指又は環指のも a. 左手 S iJ~第 1 位， ow が第 2 位， ODSが
何れか第5位は環指又は小指の何れかということが 第 3・位， Bが第4位をしめ，これらの聞には何れも
出来る。かかる成績から，指別的差異は，傾向的に 確差が存在する。
はあるとし、えよう。 b. 右手 oW-Sが第 1位， ODSが第3位， 
第 7表 Bが第4{立をしめ，これらの各順位の聞には確差が
証明されるが， OWと Sとの聞には確差が証明さ
れない。l2110l225l2ii7l222l出6 
B.左右差について 
S I中[小|示|指|環 Sと owとにおいては確差が存在し， Sは左
手に owは右手の方に多い。 ODSについては確 
S においては中指が第1位，小指が第2位，示指
差に近い差(3.13 1めがあって，左手の方が多
が第3位，指指一環指が第4{
士1.
立の順を占める。これ
らの各順位の間には確差が存在するが，揖指と環指 し、。
第3節十指計について
との聞には確差はないがほぼそれに近い値を示して 
r.， ODSが第3位， B
いる。従って， Sにおいては指別的差異が明らかで
Sが第1位， OWが第2 {:t
あるといえよう。
が第4位を示す。これらの各順位の聞には，何れも
確差が存在する。
第 8表
第IV章総括及び比較
25同:52lr;44lrj30」lr; 第 I節 
ODSI 掠|示 中 環|小 市原郡は養老川流域で地理的条件をーにする区域l l
の成績であって所謂純粋度の高いものであると考え 
ODSにおいては，指指が第 1位であることのみ られる。従って，以上の意味においてこの成績は，
が確定し，その他の示指一中指一環指一小指群が次 充分価値あるものと考えられる。
の位置をしめるが，中指と環指の聞には確差が証明 (1)個々の指における各型指紋の出現頻度の順位
第 表 五指計及び十指計 10
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は，左手示指における Sとowの間，及び ODS 指，示指ー中指一環指一小指の順位， OWは環指，
とBとの間，右手示指における owとSとの
間， Bと ODSの間，中指における ODSとBと
の間，環指の ODSと Bとの聞を除く他の何れの
場合に於ても，明らかなる確差が存在し，各紋型の 
出現頻度の順位が明らかである。しかも，左手示指
における Sと OWとの問は殆んど確差に近い差
がある。 (6.00 :l:2.07)左右両手を通じて第 1位の 
決定しない右手示指を除けば， Sが第 1位， OWが 
第 2{立を示すものは，左手揖指，示指，中指，小指， 
右手中指，小指の 6例に対し OWが第 1位， Sが
第 2位を示すものは，左手環指，右手揖指，環指の 
3例にすぎなし、。従って， S，OWの順位を示す指
が圧倒的に多し、ことが認められる。次に ODS，B 
との関係をみるに， ODS， Bの順位
噂
を示すものは，
苧手提指，中指，環指，小指，右手揖指，小指の 6
例であって， B，ODSを示すものには確差がなく，
圧倒的に ODSが第3位， Bが第 4{立を示めるこ
ととなる。従って個々の指における各紋型の出現頻
度の順位は次の五式に集約されるο 
i) S，OW，ODS，Bのもの

左手の栂指，中指，小指，右手の小指
 
ii) S，OW，ODS-B群のもの

左手の示指，右手の中指
 
iii) OW，S，ODS，Bのもの

左手の環指，右手の揖指
 
iv) OW，S，ODS-B群のもの

右手の環指

の	 OW-B群， B-ODS群のもの

右手の示指
 
(2)左右差を大観するに 
i) Bはどの指においても差がない。 
ii) Sは揖指， 環指， 小指において左に多く，
示指と中指とにおいては確差がない。 
ii) ODSは掠指， 中指， 環指， 小指において
、。L左に多く，示指のみは差がな 
iv) OWは揖指，環指，小指において左に多く，
示指と中指とにおいては確差がない。 
(3)指別的差異をみるに，左手においては， Bは
示指一中指一掃指群と，ノト指，環指の順位， Sは小
指，中指，示指-1母指群，環指の順位， ODSは揖
指，中指ー示指一環指一小指の順位， OWは環指，
示指-~母指，中指，小指の順位，右手におし、ては，
Bは示指，中指一揖指一環指一小指の順位， Sは中
指，小指，示指， 挺指一環指群の順位， ODSは揖
掠指，示指，小指，中指の順位，以上左右これら八
つの場合において，各順位の聞には何れも確差が存
在し，指別的差異が明らかである。
(4)五指計
左手においては S，OW，ODS，Bの順位を示す
が，右手においては OWとSとの間に何れが第
1位であるか確定しなし、。 ODS，Bの第 3位， 第
4位は決定してし、る。
(5)十指計においては S，OW，ODS，Bの順位
を示している。
第 2節比較
こ与においては志村の東北地方住尽の青森，秋田
県の男性五指計において比較したい。 
a.左手
第 11表
函戸市一日|青森県|秋田県 
2.76土0.123.52士0.14 
52.06士0.3556.79土0.37 
6.71土0.185.98士0.18 
38.48:l:0.3433.71士0.36 
右手の成績は第 12表の通りである。何れの紋型
においても，市原郡と青森，秋田両県との間に確差
が証明されるο即ち， B，S，ODSの三型において
は，市原君I~は青森，秋田県の何れよりも少<，逆に 
OWにおいては，青森，主1(田両県より多い。即
ち，左手におけると同様に地方的差違が明らかであ 
る。
B 

S 

ODS 

OW 

1.83士0.18 
53.27士0.66 
5.79土0.31 
39.11土0.64 
3.96士0.15 3.11士0.12 
60.05土0.37 56.67士0，35 
9.29士0.22 10.45士0.22 
26.70土0.33 29.77土0.32
品~l 市原郡!青森正|秋田県 
左手の成績は第 11表の通りであるが何れの紋型
においても市原郡と青森，秋田両県との聞に確差が
証明される。即ち， B，S，ODSの三型においては，
市原郡は青森，秋田県の何れよりも少<，逆に OW
、。Lにおいては青森，秋田県より多 
b. 右手
第 12表
B 

S 

ODS 

OW 

1.50土0.16 
47.53:l:0.66 
2.66士0.21 
48.31:l:0.66 
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第 V章結 論 
市原郡住民(男子〉の指紋を小池式分類法に従い，
調査の結果，次の成績を得た。 
(1)各紋型の中最高の出現率を示すものは，左手
小指における Sであり，最低の出現率を示すもの
-は，左手環指における Bの実数Oである。 
(2) i)Bが多く出現するものは，左右の示指， 
ii) Sが多く出現するものは左手では小指，右手で
は中指である。 ii).ODSが多く出現するものは左
右の揖指， iv) OWが多く出現するものは左右の
環指。 
(3)各紋型の出現頻度は， 左手五指計では， S， 
OW，ODS，Bの順位，右手五指計では， OW-S
群， ODS，Bの順位である。十指計においては S，
OW，ODS，Bの順位である。
くの青森，秋田両県の左右五指計の比較におい
て，左手においても右手においても， B，S，ODS 
においてはOWの方が少く，逆に1)型は市原君3の
市原郡が多く，地方的差異が著しし、。
交，献
文献にっし、ては千葉県市原郡住民(女子〉の指紋
の研究千葉医会誌， 34，2，昭 33を参考にされたい。
